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ウェブが抱える問題

NapsterとGnutellaがどのようなソフトウ

ェアであるかを話す前に、これらが登場して

きた背景について説明しよう。

現在のインターネットは、ウェブを中心に

形成されていると言っても過言ではない。ウ

ェブはさまざまな情報を蓄積し、あるときは

アプリケーションとしても機能する。そして、

世界中に点在するウェブはリンクによって緊

密に、蜘蛛の巣のようにつながっているよう

に「見える」。

しかし、実際は多少異なるのではないか。

我々はインターネットから情報を取り出すと

き、どこか情報のありかを示してくれる大手

のサイトに赴き、情報をさまざまな手段で検

索してから目的地に達する。サイト間の相互

リンクよりも、大きな中心となるサイトから

枝葉に分かれるようなインターネットの歩き

方が一般的だ。

ところが、中心となる大手のサイトは1つ

ではなく、世界中にいくつも存在する。ウェ

ブの構造は、あまりに大きく複雑になりすぎ

た。リアルタイム性にも乏しく、必ずしも最

新の情報を探せるわけではない。このままイ

ンターネットが成長するためには、もっとシ

ンプルに情報を束ねる仕組みが必要だろう。

今のままでは、いくら情報が膨張しても、ユ

ーザーの手元まで届きにくい。

MP3違法コピープログラム？

Napsterは、コミュニティーに参加するメ

ンバーとさまざまな情報交換を行うためのツ

ールだ 。参加登録を行うと、そこで

はさまざまな話題でチャットが行われている。

そして参加者同士でMP3ファイルの交換も

できる。参加者同士のプライバシーは守られ

るとNapster社は主張しており、匿名性から

Napsterを用いて音楽ファイルの違法な交換

がさかんに行われている。

そのため、違法コピーの場を提供している

として、Napster社は全米レコード協会など

から訴訟を起こされている。Napster社は

「ゼロックスで写真や本を違法コピーする人

がいたら、ゼロックスを訴えるのか」という

論法で対抗している。罪は利用者にあり、道

具を提供する側を訴えるのは筋違いというわ

けだ。Napster社は音楽アーティストからの

訴えに応じ、特定アーティストのファイルを

交換していたユーザーを除名したが、全米レ

コード協会はNapsterの全サービスを禁止す

る仮処分を請求している。

Napsterと比較されることの多いGnutella

は、音楽など特定のテーマを持たず、ファイ

ルというファイルはすべて匿名で交換可能と

いうツールだ。AOLは、傘下のNullsoftが

Gnutellaを公開したあと、24時間で配布を

中止させたが、瞬く間に広がり、プロトコル

を解析されてより強力なツールへと進化しよ

うとしている 。

GnutellaはNapsterとは異なり、特定のサ

ーバーに接続する必要はない。誰でもいいか

らGnutellaを使っているほかのユーザーを探

し（探すためのリストも公開されている）、そ

のコンピュータに接続する設定を行う。

Gnutellaは「友達の友達は知り合いじゃない

けど友達」というルールでファイルを交換す

る。つまり、接続先がさらに接続しているコ
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ここ数か月、新興のソフトウェア会社が開発した「Napster」（ナップスター）が「匿名ファイル交換
ソフト」として海外のニュースをにぎわしている。同時に音楽再生ソフトWinampの開発元で、現在は
AOL傘下のNullsoftが開発した「Gnutella」（グヌテラ）もまた、同様の注目を集めている。この2つ
は、単なる違法コピー用のソフトなのだろうか？ ここではその可能性について探ってみることにしよう。

【セミナー】

個と個をつなぐ検索システム

NapsterとGnutellaの
情報共有

N a p s t e r  G n u t e l l a

Napster（上）とGnutella（下）で「Beatles」を検索したと

ころ。MP3ファイルが瞬時にリストアップされる。

プロトコル：コンピュータが通信を行う際の手順や約束事。物理的な接続方法から通信ソフト同士の具体的なデータのやり取り方法まで、通信の階層、目的ごとに
さまざまなプロトコルがある。
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ンピュータ上の共有ファイルにもアクセスで

きる。しかも、特定のサーバーに接続する必

要がないため、ほぼ完全な匿名性がある。

こうしたソフトウェアについて考えるとき、

「違法コピーの道具」という現状だけにとら

われてはいけない。NapsterとGnutellaは確

かに音楽ファイルを違法に共有できるツール

ではあるが、これらが提示した検索システム

は、現在のウェブが持つ問題を解決する可能

性を持っているからだ。

両刃の剣が持つ可能性

NapsterもGnutellaも、接続されているコ

ンピュータが提供する共有ファイルを検索で

きる。コミュニティーに参加している最中は、

誰かが自分の提供するファイルを取り出すか

もしれないし、逆に自分が世界中のコンピュ

ータから目的のファイルを取り出すこともで

きるわけだ。リアルタイム性の低い検索エン

ジンを使わなくても、コミュニティーの中に

ある情報は、情報を提供しているコンピュー

タがその所在を教えてくれる。

つまり、検索ポータルや何らかに特化した

ポータルなしでも、デスクトップ上で情報を

リアルタイムに検索可能になるのだ。

Gnutellaの開発グループは、HTMLファイル

やワープロ、表計算などの文書を検索する機

能を提供しようとしている。Gnutellaが作る

コミュニティーがインターネットに広がれば、

ユーザーはポータルを必要とせず、直接イン

ターネットの情報へとアクセスできるように

なるわけだ。このことは情報発信者にもメリ

ットがある。ポータルに登録しなくとも、コ

ミュニティーに接続して情報共有の設定さえ

行えば、だれでも検索の対象となれる。

こうしたソフトウェアが違法なファイル交

換に便利なことは確かだが、同時にウェブに

代わるコミュニティーを構築するための道具

ともなり得るのだ。そうした意味で両刃の剣

であり、違法な利用を排除できていないとい

う点で、現時点では未完成のアプリケーショ

ンであると言えよう。しかし、個々のコンピ

ュータが対等に向き合ってコミュニティーを

形成するという考え方は、今後のインターネ

ットのあり方に影響を与えるはずだ。

ポータルを中心にした現在のウェブは、ユ

ーザーが百貨店や商店街に出かけ、そこでさ

まざまな情報や商品を探すのに似ている。

人々がポータルに集まるからこそ、そこに大

きな経済効果の発生を見込んで投資が集ま

っている。

これに対してNapsterやGnutellaでは、自

宅で「こんなものがほしい」と声を出すと、

世界中から該当するもののリストが集まる。

ユーザーはわざわざ「お出かけ」しなくても

いい。情報発信をしたければ、検索の要求に

対して自ら「こんなものがある」と言ってほ

かのユーザーに直接提供すればいい。

Gnutellaを改良しようとしているグループ

がいるように、こうした方向性を元にしたア

プリケーションが発展すれば、検索エンジン

やポータルサイトを中心に形成されている現

在のウェブが、古くさいものになるだろう。

そのとき、インターネットの使われ方、人の

流れ、情報の流れは、まったく異なったもの

になっているはずだ。

www.napster.com
gnutella.wego.comJump02

Jump01

INTERNET magazine 2000/8 307

N a p s t e r  G n u t e l l a

 

ユーザーBユーザーA

検索クエリー 
ファイル情報 

Gnutellaでは、中心と
なるサーバーは存在しな
い。あるGnutellaユー
ザーのコンピュータに接
続すれば、数多くのコン
ピュータからなる仮想的
なネットワークに接続す
ることになる。 

多くのGnutellaユーザー 

 

多くのNapsterユーザー 

Napsterサーバー 

ユーザーB

ユーザーA

ファイル転送 ログイン認証 
チャット 
検索クエリー 
ファイル情報 

Napsterでは、サーバーがユー
ザーのログイン、チャット、ファ
イル情報の中継を行う。検索クエ
リーはサーバーで実行。ファイル
の転送は、端末同士で直接行う。 

ポータル：「入り口サイト」の意味。Yahoo! のように、検索を中心として、ニュースや株価情報、コミュニティーなどさまざまなサービスを集め、ユーザーのスタートページと
なることを狙ったサイト。
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